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１．研究の背景 

本校では昨年度より、「知・徳・体のバランスがとれ、美東町を愛し、担っていく生徒の育成」を研究主題に、 

① 生涯にわたって生きて働く確かな学力を身に付けさせるための授業づくり 

② 個に応じた指導方法の開発や工夫、改善 

③ 豊かな人間性を育むための道徳授業 

の３つを柱に研究実践してきた。それに加え、美祢市の共通課題として「教えて、考えさせて、定着させる授業」という

習得型の授業づくりに全教員が取り組んできた。また、丸谷友克教諭が一昨年度より２年間やまぐち総合教育支援センタ

ーの調査研究協力員として、「思考力・判断力・表現力を高めるための学習指導に関する研究－小・中学校社会科・理科

におけるＩＣＴを活用した授業実践を通して－」を研究テーマに、社会科においてＩＣＴを協働的な学びに活用した授業

研究と実践を積み重ねてきた。これらの取組から、他の教諭も指導案事前検討会や研究授業の参観、ワークショップ型の

研究協議を通して、ＩＣＴの効果と可能性に気付き、ＩＣＴを活用した授業研究に取り組む必要性が醸成されてきた。 

 

２．研究の目的 

昨年度の研究を通して、本校の生徒は考えや思いを人に伝えたり、受け止めたりすることを苦手とする生徒が多いこと

がわかった。そこで、小集団による話し合い活動と話し合った結果をクラス全体で発表し合う活動を通して、自分の考え

や思いを「発信する力」と相手の考えや思いを「受け止める力」を育み、生涯にわたって生きて働く確かな学力を身に付

けさせたいと考えた。ＩＣＴは、小集団で話し合う活動において、生徒の意見交流を活発にし、考えを深めることが可能

である。また考えや思いを発信する手段としても効果が期待できる。協働的な学びにＩＣＴを効果的に用いることで本校

の抱える課題である、「発信する力」と「受け止める力」を身に付けさせ、知・徳・体のバランスがとれ、美東町を愛し、

担っていく生徒を育成したいと考える。 

 

３．研究の方法 

(1) 研究構想 

本研究では、教科指導の「習得型」の授業と「課題解決型」の授業、道徳の３つを柱とし、それぞれの特性に合

わせたＩＣＴを活用した協働的な学びを取り入れた授業を実施する（図１）。また、本研究でいう「協働的な学び」

とは、やまぐち総合教育支援センター教育支援部が定義した、「自分の考えを伝え、他者の考えを受け止めることに

より、自分の考えを見直しながら高めていくとともに、集団としての考えも高めていく学習活動」のことである。

協働的な学びを繰り返し行うことで「発信する力」と「受け止める力」の定着を図りたい（図２）。 
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(2) 研究組織 

 

 

 

 

 

研究推進委員会は、校長、教頭、教務主任、研修主任、研究部班長で構成する。ここで、全体的な研究の推進方針

や内容を決定し、全体研究会に提案する。また、全体研究会の運営・計画・記録、各部会への連絡調整や予算配分の

調整、各種研修会の企画、立案・検討、推進を行った。 

研究部は、習得型研究部、課題解決型研究部、道徳研究部、ＩＣＴ研究部の４つに分かれて活動した。習得型研究

部は、基礎的・基本的な知識・理解や技能・表現などを身に付けさせるために、効果的にＩＣＴを活用した協働的な

学びを仕組んだ授業づくりを研究する。課題解決型研究部は、効果的にＩＣＴを活用した協働的な学びの中で、活発

に意見交流を行わせ、その中で自分の考えを深めていく授業づくりを研究する。道徳研究部は、生徒が共感できる道

徳資料を用いて効果的にＩＣＴを活用した協働的な学びの場面で意見交流をさせることを通して、道徳的心情を深め

る授業づくりを研究する。ＩＣＴ研究部は、「誰でも活用できるＩＣＴ」をテーマとし、ＩＣＴが苦手な教員でも 

ＩＣＴを取り入れた授業に取り組めるような、汎用性のある授業をめざす。 

(3) 指導案の工夫 

指導案の工夫として、単元を構 

想する際に、「指導計画」の中に、 

どの場面で協働的な学びを仕組む 

のか、ＩＣＴを活用するのかをはっ 

きりとわかるようにした。また、 

本時案の「本時の学習指導」の中 

の「学習過程」においても同様に 

協働的な学びとＩＣＴの活用場面

を明示した。さらに、「本時の学習指導」の中の「研究課題とのかかわり」を記述することで、授業を参観される方

にＩＣＴを協働的な学びの中でどのような目的をもって活用しているのかを明らかにした（図３・図４）。 
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図１：協働的な学びの手法とＩＣＴを活用した研究構想 

図２：本研究で考える協働的な学びの効果 

図３：指導案「指導計画」 
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４．研究の内容・経過 

(1) 第１回ＩＣＴ体験研修会～タブレット型端末を実際に使ってみましょう～ 

ＩＣＴを活用した授業づくりを推進するために、まず実際に触って使ってみる経験を積むことが必要と考え、４

月２５日（木）にやまぐち総合教育支援センター情報教育班の研究指導主事、須賀沼浩一郎先生と佐伯英哉先生を

講師として招き、iPad の基本的な使い方や設定の仕方などを含めたハード面について、またネットワークを使えば

どのようなことが可能になるのかや小集団の活動（協働的な学び）の中でどんな使い方ができるのかについて研修

した。 

(2) 第２回校内研修会 

 ＩＣＴを活用した授業づくりのスタートとして、７月１１日（木）に校内研修会を実施した。授業者は丸谷友克教

諭で、内容は３年社会科公民的分野であった。全教員がＩＣＴを協働的な学びの中で活用するとはどういう授業なの

かを、具体的にみることを通して、授業づくりのヒントをつかむことを目的に実施した。 

① 本時の主眼 

課題を解決するための優先順位を付 

け、なぜそのような順位付けをしたの 

か、根拠をもとに理由を説明すること 

ができる。 

② 研究課題とのかかわり 

自分の意見を根拠をもとに伝えたり、 

他者の意見を聞いたりする班での話し 

合い活動を行い、班の考えをＰＣに打 

ち込む。班で話し合って出した結果を 

クラス全体に発表する場面において、 

プロジェクタを使って提示する。様  々

な意見に触れながら、自分たちの意見 

と他の班の意見を比較することで、自 

分の考えを一層深めることができる。 

③ 本時の学習について（図４・図５） 

    本時までに、「少子高齢化」、「グロー 

   バル化」、「情報化」の３つのキーワー 

ドのメリットとデメリットを追究し、 

この学習をもとに「３つのキーワード 

のどの課題を最も優先させて解決すべきか」とい

う課題を設定し、ランキング付けをする活動を取

り入れた。ランキングは正解のない活動である。

その活動において、個と小集団、そして再び個に

戻すように仕組んだ。そうすることで、様々な意

見と交流させ、複数の視点や多様な考え方がある

ことに気付かせることができた。また、自分の考

えをまとめる力を付けさることにもつながった。 

図４：社会科指導案「本時の学習指導」 

図５：班の考えをプロジェクタを使ってクラス全体に
発表する場面 
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(3) 第２回ＩＣＴ体験研修会～アプリケーションソフト「ロイロノート」を実際に使ってみましょう～ 

小集団による協働的な学びの中で出た意見を学級全体で共有したり、意見交流や討論をしたりする際に、班ごと

のiPadをネットワークでつなぐ必要がある。その時に、スムーズな交流を促すアプリケーションソフトとして「ロ

イロノート」を使うことにした。そこで、７月２５日(木)に株式会社LoiLo の取締役COO である杉山竜太郎先生を

講師として招き、使用方法を習い、実際に体験した。さらに授業事例を紹介していただいた。 

(4) 第１回公開授業研究会 

 １０月９日（水）に実施を予定していたが、 

台風２４号の影響で１０月１６日（水）に延 

期して実施した。臨時的任用教員等研修会を 

兼ねて行った。授業者は、田熊克樹教諭（２ 

年保健体育科：柔道）、小林英樹教諭（１年数 

学科：方程式の利用）、木島世史文教諭（３年 

道徳：いのちの判断）で、それぞれ協働的な 

学びの場面でＩＣＴ（特にiPad）を活用した 

授業を公開した。ここでは、道徳を紹介して 

いく。 

① 本時の主眼 

子どもの臓器移植に同意した永吉大洋さん 

夫妻の気持ちを考えることを通して、命の重 

さに気づき、命をより大切にしようとする気 

持ちをもつことができる。 

② 研究課題とのかかわり 

教材を映像によるＩＣＴ機器を使って提 

示する。また、各班に 1 台ずつ iPad を配付 

し、各班の意見を動画編集ソフト（ロイロ 

ノート）に入力・保存する。全体で発表する場面に 

おいてプロジェクタで提示する。全体の発表後、意 

見のすべてをプロジェクタに映し出す。それらの意 

見と自分の意見を比較することで、自分の考えを一 

層深めることができる。 

  ③ 本時の学習について（図６・図７） 

映像資料であるＮＨＫ道徳ドキュメントの「いの 

ちの判断」を用いる。この資料は、脳死状態にある息子が臓器提供の意思を示しており、「臓器を提供する」か「臓

器を提供しない」かと悩み苦しんでいる永吉夫妻の葛藤をえがいている。そこで、永吉夫妻の立場ならば臓器を提

供するかしないかを考えさせ、議論した。まず個人で考えさせ、次に小集団の中で自分の意見を発表しあい、意見

交流をした。その意見交流の結果を学級全体に発表させた際に、iPadに各個人の意見を提示させながら発表させた。

最後に個人の判断を考え直し、感想を書かせた。授業後の感想から、協働的な学びの手法によって様々な意見にふ

れ、自分の考えが一層深まり、命の重さに気付き、命を大切にしようとする気持ちをもたせることができたと感じ

られた。 

  図６：道徳指導案「学習の過程」 

図７：班で話し合った意見をタブレット端末（iPad）
で共有し、クラス全体で交流している場面。 
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(5) 第２回公開授業研究会 

  １月２２日（水）に実施した。授業者は、土中かなは教諭（１年国語科：今に生きる言葉）、北村慶子教諭（２年

英語科：世界遺産）、杉山美希子教諭（特別支援学級国語科：漢字おもしろゼミナール）で、それぞれ協働的な学び

の場面でＩＣＴ（iPad）を活用した授業を公開した。ここでは、国語科を紹介していく。 

① 本時の主眼 

故事成語の正しい説明の組み合わせを考える 

ことを通して、故事成語の意味を理解し、故事 

成語についての知識を広げることができる。 

② 研究課題とのかかわり 

教材を映像によるＩＣＴ機器を使って提示す 

る。また、各班に1台ずつiPadを配付し、各 

班の意見を動画編集ソフト（ロイロノート）に 

入力・保存する。全体で発表する場面において 

プロジェクタで提示する。全体の発表後、意見 

のすべてをプロジェクタに映し出す。それらの 

意見と自分の意見を比較することで、自分の考 

えを一層深めることができる。 

教材を映像によるＩＣＴ機器を使って提示す 

る。また、各班に1台ずつiPadを配付し、各 

班の意見を動画編集ソフト（ロイロノート）に 

入力・保存する。全体で発表する場面においてプロジェク 

タで提示する。全体の発表後、意見のすべてをプロジェク 

タに映し出す。それらの意見と自分の意見を比較すること 

で、自分の考えを一層深めることができる。 

③ 本時の学習について（図８・図９） 

「故事成語」には多くの種類が存在していることに着目 

    して内容を読み進めていく授業を展開していった。まず、 

故事成語「矛盾」について知っていることを話し合うこと 

によって、教材へ対する興味・関心を高め、「故事成語」 

の意味を確認させた。次に、故事成語の中から各自一つ 

選び、意味・用法等を調べてワークシートにまとめさせ 

た。この時、学校図書館を使用し、調べ学習の方法についても学ばせた。そして、まとめとして各自が調べた「故

事成語」を発表し合うことで、故事成語の知識を広げ、日常においても使用できるようにしていった。さらに、発

表の場面では、発表者を先生役に見立てることで、相手に分かりやすく説明するための話し方やまとめ方を考える

ことができる手立てをとった。本時はこれまでの授業を受けて、最後に学んだことが日常生活の中でも活用できる

ようにさせるために、故事成語、意味、故事、絵に切り分けた複数のカードの正しい組み合わせを考える練習問題

に取り組ませた。 

 

 

図８：国語科指導案「学習の過程」 

図９：タブレット端末（iPad）の中で故事成語、

意味、故事、絵の四つに切り分けられたカードの

組み合わせを小集団で考える場面。 
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５．研究の成果 

成果は大きく２つある。１つ目は生徒の「発信する力」の向上である。自分の考えを小集団の中で伝えたり、ＩＣＴを

活用して全体の場で発表したりする学習活動を繰り返したことで、委員会活動の取組をＩＣＴを使ってプレゼンテーショ

ンしたり、生徒が撮影・編集した動画を文化祭で上映したりするなど、成長する姿が見られた。２つ目は、教員の変容で

ある。「とにかくチャレンジしよう」と全職員が意欲的かつ協働的にＩＣＴ（特にタブレット型端末）を活用した授業づ

くりに取り組むことができた。 

 

６．今後の課題・展望 

一方で３つの課題も見つかった。１つ目はタブレット型端末を複数の場所で複数台使用する時のトラブルなど一層のハ

ード面の整備である。中でもアプリケーションソフト「ロイロノート」を活用した授業の際に、小集団から全体で意見交

流をする場面での機器のトラブルが多く発生した。校内ネットワークの設定の仕方を含め、協働的な学びに活用しやすい

アプリケーションを探すなどの改善策を検討していきたい。またＩＣＴ機器の管理の仕方についても改善する必要がある。 

２つ目は「受け止める力」の育成である。他者の意見を生かしながら考えを深めるまでには至っていない。他者の考え

を受け止めて考えを深め、発信する力を身に付けさせていく必要がある。そうすることで、さらに発信する力を伸ばすこ

とができると考える。 

３つ目は、授業の協働的な学びの場面で、生徒に効果的にＩＣＴを使わせる場面の仕組み方である。研究を進めていく

中で、タブレット型端末が得意とすることと苦手とすることを明らかにすることができた。 

例えば、タブレット型端末はグラフや写真の読取り、作図などを視覚的につかんだり、写真や動画を撮影したものを共

有して考えたりするような学習活動が得意である。そこで、この特性を生かした授業を仕組み、繰り返し行えば効果を上

げることが期待できる。社会科を例とすると、グラフの読取りでは、小集団でタブレット型端末内のグラフを用いて、読

み取ったポイントを書きこませ、それを利用しながら全体に口頭で説明させる。さらに、他班の発表を受け止め、これま

での学習を生かしながら新たに提示されたグラフから読み取れることをワークシートに書きこませる。このような学習を

繰り返すことで、「発信する力」と「受け止める力」を育むことができると考える。 

 

７．おわりに 

このように、協働的な学びの場面で効果的にＩＣＴを活用した授業実践を積み重ねていけば、「発信する力」と「受け

止める力」が身に付くことが明らかとなった。協働的な学びの場面で効果的にタブレット型端末を用いて活動する授業場

面を増やすことによって「発信する力」と「受け止める力」の定着を図り、身に付けたこれらの力を行事など様々な活動

で生かせるようにできれば「知・徳・体のバランスがとれ、美東町を愛し、担っていく生徒の育成」を実現することがで

きるのである。またタブレット型端末の活用に関して、本校が山口県での先駆的な役割を担っている。教員のＩＣＴへの

理解度を深めることでさらに成果を上げ、今後もＩＣＴを活用した教育活動の道しるべ的な役割を果たしていきたいと考

えている。 


